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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

    浪江町の花木ほ場において、グリホサートカリウム塩液剤に抵抗性があるオヒシバの発生が

確認された。そこでほ場において抵抗性があるオヒシバに対して登録のある他の薬剤の効果を

調査した。グルホシネートPナトリウム塩液剤及びジクワット･パラコート液剤は除草効果を確

認できたが、ジクワット・パラコート液剤は残草が見られた。 

 

（１） 7 月 20日まで全ての区でグリホサートカリウム塩液剤を散布しており、8月 5日から各処

理薬剤を散布した（表１）。 

（２） ジクワット･パラコート液剤区では薬剤散布後にオヒシバの被覆度は減少したが、残草が見

られ9月には再び被覆度の増加が見られた（表2、図１）。 

（３） グルホシネート P ナトリウム塩液剤区では薬剤散布後に被覆度は減少し、ほとんど枯死し

ていた（表2、図１）。また、9月でも被覆度は低いままだった（表2）。 

（４） グリホサートカリウム塩液剤区では散布前後で枯死が見られなかった（表2、図１）。 

 

２ 期待される効果 

    グリホサートカリウム塩液剤に抵抗性があるオヒシバの除草が可能になる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 薬剤の液量については、各薬剤における樹木類に対する登録に準じました。 

（２） グリホサートカリウム塩液剤は「ラウンドアップ」、ジクワット・パラコート液剤は「プリ

グロックスL」、グルホシネートPナトリウム塩液剤は「ザクサ液剤」である。 

 

 

 



 

Ⅱ 具体的データ等 

表１ 薬剤散布実績（7 月～9 月） 

 

 

 

表２ 各処理区におけるオヒシバ被覆度（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 薬剤散布前後の様子 
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グリホサートカリウム塩区 ジクワット・パラコート区 グルホシネートPナトリウム塩区
7月20日まで グリホサートカリウム塩 グリホサートカリウム塩 グリホサートカリウム塩
8月5日 グリホサートカリウム塩 ジクワット・パラコート グルホシネートPナトリウム塩
9月15日 散布無し ジクワット・パラコート グルホシネートPナトリウム塩

散布薬剤
日付

2022/8/2 2022/8/17 2022/9/15 2022/9/29

散布前 散布2週間後 散布一ヶ月後 再散布2週間後
グリホサートカリウム塩区 41.7 43.3 63.3 60.0
ジクワット・パラコート区 68.3 20.0 80.0 23.3
グルホシネートPナトリウム塩区 86.7 1.7 12.0 2.3

区名


